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 STATISTICAL OBSERVATIONS ON IN-PATIENTS AND 
  OPERATIVE TREATMENTS IN THE DEPARTMENT 
  OF UROLOGY, KYOTO PREFECTURAL UNIVERSITY 
        OF MEDICINE, FROM 1959 TO 1963 
Kango ODA, Yasunori KUBO,  Yasusuke HIRATAKE, Susumu  INOUE, Tokio 
   HIGASHI, Toshihiko  ONO, Shohei MURATA, Choko OYAMA, Teruo 
 MISHINA, Takeshi MURAKAMI, Yoshiaki OKAMURA, Yosuke 
                 YAMADA and Akihiro  YASUI 
 From the  Department of Urology, Kyoto Prefectural University of Medicine 
                    (Director  : Prof. Kango Oda)
   Statistics on in-patients and operative treatments experienced at our urological clinic 
from 1959 to 1963 were reported. 
   The total number of in-patients was 962. Upper urinary urolithiasis was the most fre-
quent lesion, occupying 19.0 % of all cases. This was followed by benign prostatic hyper-
trophy (10.5  %), bladder tumor (7.3  %), renal tuberculosis (7.0 %), and bladder stone (3.3 %). 
   There were 820 cases of operative procedures, Among these, 673 cases (82 %) were 
open surgeries and the rest (18  %) were transurethral procedures.
1緒 言
先に報告 した泌尿器科分立前5年 間(1959～
1963)外来患者 の統計 的観察 と同様 の理 由お よ
び目的を もって,同 期 間におけ る入院患者 お よ
び手術 について統計 的観 察を試みた.




















位に 位する.こ のうち 疾患別第1位 の上部尿路結石
(入院数の19%,以下()内%は 入院数に対する%


















表1入 院 患 者 の 年 度 別 推 移





















計 169213121・12・ ・ i58 962 192.4 1.741 6.45
男/女 3.023.534,053.182.16 ・.16/ / /
外来総数に対す
る% 19・292…19…116・8312.・ ・}17.・21/ / /
表2年 令 構 成
＼ 一 避






















































































































































表3上 部 尿 路 疾 患
＼1959・96・il96119621963 計
男女別入院数1 入院総数に




































































































































































































計 57 ・列 ・・ 82 75 369 / 38.35
携 総 数 に対 す33.・33・.2・2・.3239.514・.・7
38.35 / /
表4尿 路 結 石 症





















































































































































































































表5尿 路 お よ び 性 器 結 核







































































































2 3 3 3 3 14i1.92 1.46
両 判 0 ・i・}11 ・1 3 O.41 O.31
前 立 腺 男 0 ・i・{・ 2 4 O.55 0.42
精 管 男 0 111 O 0 2 0.28 O.20
計 ・}・ 6 4 8 2gi3.97 3.Ol
入院総数に対































































































表6膀 胱 疾 患
＼ 一 く 午




























































































































表7尿 道 疾 患

























奪1薙 性 男}引 ■ ・}・}1} 6!。,82… c。62
肇 脇 性 男i・i・1・1・i・! 161・ ・19
1.66
尿道 下裂 男1・]1・i11　





























襯 数 蘭t・.・31・.631・.231・.・ ・1・9・1・ ・95 / /
表8前 立 腺 疾 患
＼-」 乾 」1959い6gl・%・ ・962い・63} i羅夢黙 崎琴讐場
前立腺徽 男1・1・1・}・1・1 ・1 O,55 0.42
前立騰 石 男111・1・tII・1 ・1 1.23 O.94





2紹24i2e ・列 ・・一 ・3,82 圭G.50
前立 腺症 男 ・Iii・i・1・1 ■ O.14 O.io
前 立 腺 炎 男1 ・1・t・ill・1 ] Q.14 O.IO
前立腺膿瘍 男 0 1 1 ・1・ 2 O.27 0.20
言季 ・酬331・ ・i・ ■ ・C 王・5tl9・56 圭4.86
入院総数に対1083
する% 15・4gll8891・.15112.66 14.86 / /
表9尿 路 お よ び 性 器 腫 蕩
＼<乾 」1959i196・ レ96111962i19631 計 1畏響緊騰 騰 辱攣髪
腎翻 妻}δ






























前立 腺癌 男 o 4112i7i21 2513.42 2.60
前立腺肥大 男 19 24 241・ ・
縫 翻 男i「[・}・
14 IOI 13.82 10.50
2
ミ
。1 ・} o.82 0.62
睾 丸腫 瘍 男 1 ii・11}・! ・1 Q.41 o.31
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表10睾 丸,副 睾丸,精 索および陰嚢疾患
、＼
19591196・1196111962i1963 計 男子入院数に 入院総数に対対 す る%す る%
睾丸腫瘍 男 11 Il・ 11・i 3 0.41 O.31
停留動 男1 ・1 ・13 11・ 7 0,96 0.73
扇緻 結核 男1 5 ・1・1・1・ 23 3,15 2.39
精子侵襲症 男 司 ・11 ・i・1 1 O.14 0.10
精管 結核 男 O 1 1 ・1・1 2 0.27 0.21
陰のう水瘤 男 1 ・1・1・1・[ 6 0.82 O.62





















＼<邑 」1959i196・11961 9621963i計 男子入院数に 入院総数に対対する%す る%
陰 茎 癌 男1 0 2 2 ・ 「 ・ 6 O.82 O.62
包 茎 男 1 0 ・11 1 5 0.68 0.52
尿 失 禁 男 0 1 O 0 0 1 0.14 0.10



















＼ ～～ 一 ま1959 1960 王961 1962 1963 計
腎 易・j除 術 嬰
腎
男腎 部 分 切 除 術
女
半 腎 切 除 術 婁























































腎 切 石 術 婁
腎 孟 切 石 術 婁
腎 固 定 術 婁
計
尿 管 切 石 術 婁
尿管膀胱融 舗 婁
尿 管 腸 吻 合 術 婁
尿管 皮膚 移植 術 男`女
計
























膀 胱膣 痩閉鎖 術 女1 0
経 尿 道 的 治 療 嬰
計
前立 腺全 別除 術 男
前立腺被膜下別除術 男
経 尿 道 的 治 療 男
計
除 精 術 男
陰 茎 切 断 術 男






























































































































































































瞬 脳 切開術 男
外 尿道 口切 開術 男
尿 道憩室 切 除術 女
直腸尿道痩閉鎖術 男
尿 道 成 形 術 男
計












聖 丸 固 定 術 男 1 1
扇岨 睾=丸 易[」除 術 男
陰嚢水腫根治手術 男
精索静脈瘤根治手術 男


































































表13経 尿 道 的 治 療

























































































疾患別に 頻度の 高いものか らあげると上部尿路結









1959～1963年の5年 間に おけ る入 院患者 の疾
患別,男 女別,年 令構 成お よび手術 の種類,頻
度な どについ て統計 的観察 と多少 の考按 を試 み
た.
(1965年10月26日受付)
